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表 1 「アパレルCAD実習」の授業カリキュラム 5) 
 
 
表2 教材として扱うアイテム 5) 
 
 
     

























定した（図 3 ）。測定には，CREA COMPO （CC Lite 







測定値及び算出値の平均値及び，標準偏差は表 3 に示す。 
パターンの形状及び計測値から 30 名分のパターンのスカー
トとフリルの寸法差を元に，フリル部分の形状は図 4 のように
5 種類に分類することができた。30 名中 5 名の回答が，フリル
にギャザーがないフレア，円フレアであった。これはデザイン
画とは異なる回答であるが，検証の対象には含むことにした。
フレア 5 種の分類に加え，スカート切替線の形状が 2 種あるこ




1 . パターンマジックの開始・終了 17 . スカート原型からの展開
2 . パターンマジックのウィンドウ 18 . 演習：フレアスリーブ
3 . 入力モード 19 . 演習：ペプラム付ブラウス
4 . パターンマジックの基本操作（線などの作成） 20 . 演習：ヨーク切り替えのプリーツブラウス
5 . 原型の作成（CADによる自動作図） 21 . 身頃の展開
6 . 印刷 22 . ネックラインのバリエーション
7 . パターンマジックの基本操作（記号などの作成） 23 . 演習：セーラーカラー
8 . 持ち出し・ボタン作成 24 . グレーディング
9 . ベルトの作成 25 . 演習：身頃・袖原型のグレーディング
10 . つながり修正 26 . 原型を用いずに作図する方法
11 . ダーツの1本化 27 . 演習：ティアードスカート
12 . 工業用パターンへの展開（ミラー反転） 28 . 演習：3段フリル付タイトスカート
13 . パーツ化 29 . 拡大・縮小
14 . パーツ情報の設定 30 . データの互換（Illustratorにファイルをかき出す）
15 . 縫い代の設定 31 . 課題1：デザイン画からパターンへ
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右 左 サイズ（㎝） 割合（％）
平均値（㎝） 53.97 40.21 3.57 17.48 43.17 108.45 195.44













    
ストレート＋ギャザー（S20） ストレート＋フレアギャザー(S21) 
 
     











   
ストレート＋円フレアギャザー(S22) カーブ＋ギャザー（S4） 
 






























             
スカート右脇丈最短（S6）      スカート右脇丈最長（S26） 
図 6 デジタルトワル（スカート丈の比較） 
 
                   
フリル丈最短（S3）        フリル丈最長（S20） 
図 7 デジタルトワル（フリル丈の比較） 
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図 9 は，Sample と S1~S30 のスカート下部の裾開き量（セ
ミタイト分量）の分布を示す。横線は全体の平均値（表 3 参照）
を示すラインである。S28 に関してはセミタイト分量を 0 とし
ており，タイトスカートからセミタイトスカートへの展開をし
ておらず，デザイン画のセミタイトシルエットになっていない。









3D で観察すると，逸脱データと定義した図 10 の 3 点において
も，デザイン画（図 1）と比較して，実測値ほどの差があるよ
うには見えないが，S25 はデザイン画と比べて裾開き量の少な
さが 3D 上で確認でき，要修正の判断につながるといえよう。 
 
図 9 作図されたスカートのセミタイト分量 
 
   














となり，つけ寸法に対して 2 倍（グラフに示す 200%）がギャ
ザーそのものの量としては 1 倍となる。 
0，1，2，3 倍と規則的な割合となっており，最も多いギャ















































30 名中 20 名の学生がギャザー量を 1 倍量としており，これ





図 11 作図されたフリルのギャザー分量 
 
   
 ギャザー量0倍（S8）   ギャザー量1倍（S23） 
   















になるとすれば，この値から判断すると S21 が最も Sample に











図 13 は，Sample パターン及び離れ値計の最大（S21），最
小（S24）のパターンのデジタルトワルである。もっとも，各

























■ギャザー ■フレアギャザー ■フレア ■円フレア ■円フレアギャザー
右 左
S1 0.09 0.14 0.44 0.25 6.08 0.05 7.04
S2 0.18 0.29 0.40 0.10 7.49 0.05 8.51
S3 0.18 0.14 0.40 0.65 2.28 1.00 4.66
S4 0.18 0.14 0.40 0.00 1.00 0.06 1.78
S5 0.17 0.26 0.13 0.00 8.44 0.01 9.02
S6 0.19 0.10 1.28 0.45 4.19 1.00 7.20
S7 0.09 0.11 0.51 0.25 1.00 0.05 2.00
S8 0.18 0.13 0.27 0.40 2.65 1.00 4.63
S9 0.18 0.25 0.40 0.05 8.91 0.05 9.83
S10 0.18 0.06 0.51 0.00 1.00 1.07 2.82
S11 0.18 0.17 0.40 0.25 6.08 0.04 7.12
S12 0.17 0.17 0.13 0.25 6.08 0.09 6.89
S13 0.18 0.14 0.40 0.50 3.72 0.73 5.67
S14 0.09 0.04 0.51 0.01 8.44 0.10 9.18
S15 0.10 0.08 0.07 0.00 1.00 1.00 2.25
S16 0.10 0.08 0.08 0.00 1.00 0.00 1.26
S17 0.09 0.07 0.50 0.50 1.00 2.17 4.33
S18 0.10 0.08 0.14 0.00 1.00 0.00 1.31
S19 0.10 0.08 0.07 0.00 1.00 0.00 1.25
S20 0.10 0.08 0.16 0.50 1.00 0.00 1.84
S21 0.10 0.11 0.15 0.25 0.27 0.02 0.89
S22 0.09 0.11 0.51 0.00 8.44 0.05 9.20
S23 0.09 0.07 0.51 0.00 1.00 0.06 1.73
S24 0.03 0.06 0.84 0.05 8.89 0.07 9.95
S25 0.10 0.10 0.65 0.23 0.24 1.09 2.42
S26 0.18 0.35 0.53 0.25 1.00 0.03 2.33
S27 0.09 0.02 0.44 0.00 1.00 1.07 2.63
S28 0.17 0.01 1.00 0.50 0.07 1.00 2.74
S29 0.09 0.07 0.51 0.00 1.00 0.06 1.73
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19，20 というように Sample と同一のもの（離れ値＝0）もあ
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CAD ソフトは，平成 25 年度より“CREA COMPO”（“CC 
Lite Academic”）6)を使用している。平成 30年度後期からはバ
ージョンアップした“CREA COMPO ll”7) を導入し，同時に














1) PATTERN MAGIC ll 3D | 東レACS株式会社， 
https://www.toray-acs.co.jp/products/creacompo2/patternmagic2-
3d/ (2018/6/8) 




4) PATTERN MAGIC ll 3D 導入活用事例1 | 東レACS株式会社， 
https://www.toray-acs.co.jp/products/creacompo2/patternmagic2-
3d/jirei3d-1/ (2018/6/8) 
5) 末弘由佳理, 池田仁美: アパレルCADの授業カリキュラムの構築と
実践, 生活環境学研究 Vol.5, 武庫川女子大学, 71, 2017 
6) 東レACS株式会社, http://www.toray-acs.co.jp/ (2017/4/7) 
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